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くずし字入門講座 ４

勝見宗左衛門家文書「大成用文章（往来物）」 B0037-00712 福井県文書館蔵
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本日のテーマ
● 江戸時代の「返って読む」言い回しに慣れる

● 古文書の“山”の登り方は、ひとそれぞれ

・習うより慣れろ
集中してまとまった量を読めば、だれでも資料の

９割までは、読めるようになります。

・でも残りの１割の壁はちょっと高い
何しろ漢字は6万字もある

意味を理解する 時代背景を学ぶ

仲間といっしょに読む



講座の構成

１● 病気の見舞状を読む
まずは、翻刻文で
翻刻…写本・くずし字資料などを、原本どおりに活字に組むなど

して新たに出版すること。近年はコンピュータ上で利用で
きるようにすることも含む。

２● 疱瘡（天然痘）見舞の手紙を読んでみる
ふりがなと返り点をたよりに
返って読む部分に気をつけて

３● お医者さんに往診を頼む文を読む
返って読む部分に慣れる



１-1● 病気の見舞状を読む
勝見宗左衛門家文書「大成用文章（往来物）」 B0037-00712

福井県文書館蔵
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１-1●まず、翻刻で読んでみよう



１-2●ふりがなによく使われている仮名 可・多・介・者
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１-3●病中見舞状にでてきた「もどって読む」表現
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１-4●辞書について
ー史的文字データベースの紹介

https://mojiportal.nabunken.go.jp/
国内外の複数機関が所蔵・管理する史的文字について、数千年におよぶ200
万件もの高精細な文字画像を、横断的に検索可能
(より新しい時代のきれいに書かれていない文字がもっと加わるといい)

https://mojiportal.nabunken.go.jp/


１-5●文脈で読む「御」と「候」、ついでに「返って読む」表現

史的文字データベース連携検
索システム（国文学研究資料
館、東大史料編纂所）
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１-6●「もどって読む」表現を確認
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２● 疱瘡（天然痘）見舞の手紙を読んでみる
返って読む部分に気をつけて

「大成用文章（往来物）」 B0037-00712

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-340668-1-p1


２-1●あちこちにある「返って読む」言い回し
↓ヒント
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史的文字データベース連携検索システム
（国文学研究資料館、東大史料編纂所）
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３● お医者さんに往診を頼む文を読む
返って読む部分に慣れる
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●みなさま、お疲れ様でした。

このコは誰でしょう？

疱瘡見舞に贈られることが多かった猩々人
形と考えられます。
庶民の間ではより安価な張子製の猩々人形
やだるまが贈られたようです。


